
（仮訳） 

ニューヨーク市における日米韓会合に際しての共同声明 

 

マルコ・ルビオ米国国務長官、岩屋毅日本国外務大臣、趙顕韓国外交部長官は、９月 22 日、

ニューヨーク市において、法の支配を含む共通の原則を堅持しつつ、日米韓及びより広範なイ

ンド太平洋地域の安全、安全保障及び繁栄を進展させるための共同の取組を継続するため

に会談した。 

 

地域及びグローバルな関与の強化 

 

米国は、核能力を含む比類のない軍事力によって裏付けられた、日本及び韓国の防衛に対

する米国の強固なコミットメントを改めて表明した。米国は、朝鮮半島及びより広範なインド太

平洋地域の安全保障及び安定にとって決定的に重要である、日本及び韓国の防衛に対する

米国の拡大抑止のコミットメントを再確認した。閣僚は、複数領域における三か国共同訓練で

ある「フリーダム・エッジ」の定期的な実施を通じたものを含む、強固な安全保障協力を進展さ

せることにより防衛及び抑止を強化し、また、それぞれの防衛力を強化する決意を再確認した。 

 

閣僚は、2025 年５月に行われた、三か国間の海難事故対応を強化するための専門知識及び

経験の情報交換並びに ASEAN 加盟国に対する能力向上支援の提供を含む、三か国海上保

安機関協力を歓迎した。閣僚は、日米韓海洋安全保障及び法執行協力枠組みの下、海洋領

域の多面的な課題に対処し、地域におけるパートナーに共同の能力向上支援を提供するた

めに取り組むことにコミットした。 

 

閣僚は、南シナ海における不法な海洋権益に関する主張及びそのような主張を強制する試み

に強く反対した。閣僚は、南シナ海を含むインド太平洋の水域における、危険かつ不安定化を

もたらす行動を含むあらゆる現状変更の試みに反対した。閣僚は、自由で開かれたインド太

平洋を維持し、航行及び上空飛行の自由並びにその他の適法な海洋の利用を含む国連海洋

法条約に反映された国際法を堅持するとのコミットメントを強調した。 

   



閣僚は、台湾海峡の平和と安定を維持することの重要性を強調し、台湾周辺での一層頻繁に

なっている安定を損なう活動への懸念を表明した。閣僚は、両岸問題の平和的解決を促し、あ

らゆる一方的な現状変更の試みにも反対した。閣僚はまた、適切な国際機関への台湾の意

味ある参加への支持を表明した。 

 

閣僚は、ASEAN 中心性・一体性及び ASEAN 主導の地域的枠組みへの揺るぎない支持を再

確認した。 

 

閣僚は、北極地域の戦略的重要性を認識し、この点に関する緊密な政府間の意思疎通を通

じて三か国協力を前進させることにコミットした。 

 

閣僚は、持続的な、交渉による解決に向けたロシアとウクライナの進展を促した。 

 

北朝鮮の脅威への対処 

 

閣僚は、対話及び外交を通じて朝鮮半島の平和と安定を維持するために努力することを継続

しつつ、関連する国連安保理決議に従った北朝鮮の完全な非核化に対する確固たるコミットメ

ントを再確認した。閣僚は、北朝鮮の核・ミサイル計画に共に対処し、関連する国連安保理決

議の違反及び回避に対して、強固に対応し他国と協力することで、北朝鮮に対する制裁レジ

ームを維持・強化する必要性を強調した。閣僚は、全ての国連加盟国に対し、関連する国連

安保理決議の下での国際的な義務を遵守するよう強く求めた。 

   

閣僚は、北朝鮮の軍事能力、特に、長距離ミサイルに対するロシアの支援の影響を含め、拡

大する北朝鮮のロシアとの軍事協力に対する深刻な懸念を表明した。閣僚は、ロシア及び北

朝鮮に対し、全てのそのような活動を直ちに停止し、国連憲章及び全ての関連する国連安保

理決議を遵守するよう強く求めた。 

 

閣僚は、北朝鮮のサイバーアクター及びＩＴ労働者による悪意あるサイバー活動に対する深刻

な懸念を表明した。閣僚は、三か国の協調した行動を歓迎し、最近の北朝鮮ＩＴ労働者に関す

る共同声明で強調されたように、公共・民間部門間の連携を深化させる必要性を強調した。閣



僚は、北朝鮮サイバー脅威に関する日米韓外交当局間作業部会の継続した取組の重要性を

再確認した。 

 

閣僚は、北朝鮮に関する三か国間の緊密な政策調整の重要性を再確認し、全てのレベルで

の三か国の協議を強化することにコミットした。 

 

閣僚はまた、拉致問題、抑留者問題、帰還していない捕虜の問題及び離散家族の問題の即

時解決へのコミットメントを改めて表明した。 

 

経済安全保障及び経済的強靱性の強化 

 

閣僚は、サプライチェーン強靱性、デジタルインフラ、人工知能（ＡＩ）、量子、バイオテクノロジ

ー及びその他の新興技術に関する三か国の協力を進めることにコミットした。 

 

閣僚は、米国産の液化天然ガス並びにその他のエネルギー資源及び技術に支えられたエネ

ルギー安全保障を強化することの重要性を強調した。重要鉱物及びその他の重要なサプライ

チェーンを一層多角化するために、閣僚は、日米韓早期警戒システムの下での積極的な連携

を更に促進することを通じ、重要鉱物に関する三か国対話を強化するとともに、東南アジア及

びサブサハラ・アフリカを始めとする様々な地域で協力することにコミットした。加えて、閣僚は、

経済安全保障に関する対話を継続することで一致した。閣僚は、増大するエネルギー需要に

応えるため、最高水準の原子力安全、核セキュリティ及び核不拡散の下、先進的な民生用原

子炉の開発及び導入に関する共同の取組を加速させることにコミットした。 

   

閣僚は、９月の量子産業セキュリティに関する日米韓ワークショップ及び６月の第２回日米韓

技術リーダーズ研修プログラムを含む、重要・新興技術の開発及び保護に関する具体的な協

力の進展を歓迎した。閣僚はまた、三か国の国立研究所間の研究連携を維持することへの支

持を表明した。 

 

閣僚は、強化された人的つながり及び強化された三か国協力に寄与したとして、日米韓ヤン

グ・リーダーズ・プログラムを歓迎した。閣僚は、重大なサプライチェーンの途絶を引き起こす



可能性のある輸出規制を含む、経済的威圧並びに非市場的政策及び慣行に断固反対し、自

由で公正な国際経済秩序へのコミットメントを再確認した。閣僚はまた、韓国の 2025 年の

APEC議長年の成功及び今秋の APEC首脳会議における有意義な成果のための支援を表明

した。 

 

三か国協力の推進 

 

閣僚は、行動志向の目標を整合させ、具体的な取組の調整及び実施に責任を有する、日米

韓調整事務局の積極的な役割を歓迎した。閣僚は、全てのレベルで三か国会合を継続するこ

とにコミットした。  


